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平成25年10月25日

株式会社　伸和産業

エコアクション21全国交流研修大会in北上

事例発表

「自動車運転に関する
環境負荷低減と安全管理」
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弘前本社

・昭和48年4月 製紙原料卸問屋として設立。資本金300万円。 

・昭和54年 青森県産業廃棄物処理収集運搬、同60年 弘前市一般廃棄物業許可取得。 

・昭和56年 東北製紙㈱（現、日本製紙㈱板紙事業部秋田工場）、 

 同63年 十条製紙㈱（現、日本製紙㈱）、平成4年 丸三製紙㈱ 直納店指定。 

・昭和59年 青森西営業所、平成3年 青森東営業所（同17年閉鎖）、平成11年本社第2工場、 

 同17年 「青森中央営業所」および「つがる営業所」新築開設。 

・平成9年 機密文書リサイクル事業開始。 

・平成12年 本社第2工場、同18年 青森中央営業所へ機密文書リサイクル用シュレッダー設置。 
 

・資本金推移： 昭和53年 500万円、同55年 1,000万円、平成10年 3,000万円。 
 

・代表取締役： 太田雄三
・従業員総数： 55名（本社 28名　青森25名　つがる2名）

・業務内容： 古紙収集回収、選別、加工、販売（EA21対象活動範囲）

容器包装プラスチックごみの加工　

沿革等

青森西営業所

青森中央営業所

つがる営業所
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収集・運搬

ガソリン
軽油

ＬＰＧ
ＢＤＦ
電気
水

古紙
（排出源：事業所，家庭）

プレス・梱包

排ガス（CO2）

廃油 ⇒ 売却
廃水 ⇒ 下水処理

排ガス（CO2）

廃油 ⇒ 売却
廃水 ⇒ 下水処理

ダンボール原紙、ボール紙・絵本 新聞・印刷用紙
トイレットペーパー、ティッシュペーパー

製　品
（製紙原料古紙）

製　品
（製紙原料古紙）

選別

（産業）廃棄物（産業）廃棄物

製紙会社

軽油
排ガス（CO2）排ガス（CO2）出　荷

OUTPUTOUTPUT

選別屑
（梱包用ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等）

選別屑
（梱包用ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等）

INPUT

マテリアルフロー

営業・事務・管理

ガソリン
電気

コピー用紙
水

飲食品

一般廃棄物
　可燃ごみ ⇒ 焼却
　ビン・缶 ⇒ 再資源化

廃水 ⇒ 下水処理
排ガス（CO2）

一般廃棄物
　可燃ごみ ⇒ 焼却
　ビン・缶 ⇒ 再資源化

廃水 ⇒ 下水処理
排ガス（CO2）

事務所等工場外作業

現場作業
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関連団体等との連携
（製紙会社，全原連，同業者，自治体）

古紙ﾘｻｲｸﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ認定

Ｊ-BRAND認定

古紙商品化適格事業所認定

全原連優良性評価事業

社会的に信頼されるリサイクル業

EA21認証・取得

積極的地域貢献活動

製品の品質向上
信頼性・組織力・技術力の向上

新ニーズへの対応

古紙収集量の増大
事業活動に伴う環境負荷低減

事業活動の環境関連事項
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製品の品質向上

防火・防災・健康・安全
（可燃物管理，消防機器・訓練）

分別基準

排出者指導

社内ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの強化
（朝礼，定例会議，改善提案等）

信頼性・組織力・技術力の向上

EA21認証・取得

ＢＤＦ使用

グリーン購入

機密文書処理

新ニーズへの対応

古紙収集量の増大

自治体との連携

ｵﾌｨｽ町内会活動

営業拠点の深耕

みまもりくん

モータースクール

ﾊﾟｯｶｰ車安全講習

EA21認証・取得

自動車運転方法
（ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ，ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ）

事業活動に伴う環境負荷低減

適正設備・機器の導入・維持
（選定，点検・整備）

設備・機器環境負荷のﾐﾆﾏﾑ化
（冷暖房設定温度，空運転排除等）

古紙収集業務の効率化
（収集対象，収集経路，頻度）

選別・加工作業の効率化
（工程管理，作業手順，作業方法）

古紙ﾘｻｲｸﾙの地産・地消
（古紙ﾏｲﾚｰｼﾞ/輸送距離のﾐﾆﾏﾑ化）

節水
（効率的洗車，雨水利用）
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エネルギー使用量内訳（平成24年度）

 エネルギー主要使用先
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エコアクション21　環境配慮活動

・一気集中型のプレス作業で不要アイドリング・ダラ運転を抑制。

・こまめな消灯、冷暖房機器の設定温度管理徹底。

  省エネタイプの照明器具への切り替え。

・分別徹底による、再資源化可能物のリサイクル推進。

・洗車回数低減（毎日 ⇒ 3日に1度）による節水。

・トイレ貯水タンクへのペットボトル浸漬による貯水量の削減。

・アイドリングストップ・エコドライブの徹底。

・モータースクール「安全講習会」による運転技能の確認・維持。

・高度運行情報システム「みまもりくん」による運転スタイルの　   
  最適化。
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オフィス町内会

平成24年度発足、県内参加企業数は約330社（平成25年8月現在）

共通の回収便を事業所間に運行する事で、回収業者の運送費に見合うよう、　
量的・コスト的にメリットを生み出す。

・環境活動への貢献によるイメージアップ
古紙リサイクルに積極的に取り組む事により、企業や地域のイメージアップ。

紙ごみ減量化に伴う、省資源・省エネルギーの取組みが温暖化の防止に繋がる。

・事業活動に伴う経費の削減
本システムは無料回収なので、コストダウンに繋がる。

紙ごみ減量化に努める事により、仕事の効率化や合理化を考える気運づくりに繋がる。
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バイオディーゼル車

軽油パッカー車との燃費比較

地球温暖化防止対策の一環
家庭から出る使用済の油を回収。（2010年7月～9月で2342ℓを回収）
青森市内、全16ヶ所に回収BOXを設置し、市でも回収を呼びかけている。



10

モータースクール『安全講習会』

　運転の基礎知識や自身の運転技能を再確認すると共に、　　
　安全運転への更なる意識向上を図る。

月に1度、終業後に各自教習所へ赴き、講師を交え1時間程度の安全講話の受講。

主な講習内容… OD式運転適性検査

安全講話 交通事故による費用損失、企業に与える影響
運転中の携帯電話、飲酒運転の危険性
危険予測および回避、トラックの構造特性
交通事故の人的要因、運転中の感情コントロール等

実技訓練 ブルッカレコード
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教習所内のコースにおける実技訓練
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高度運行情報システム『みまもりくん』

各自の運転スタイルを分析し、エコドライブへの意識向上を図る。

出発前、各ドライバーＩＤを入力 Web上では車両位置を把握可能
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運転状況を10段階評価でディスプレイ表示（評価は1秒毎に更新）

走　行　中

運行終了後
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• ISUZUホームページ上では、　　
運転日報・省燃費運転レポート等の
出力も可能。

•各ドライバーのギア・アクセル・　
ブレーキ等の運転操作状況を　　　
グラフや表で確認し、　　　　　　
各自のエコドライブ実践にむけた　
改善ポイントを解析表示。
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オンライン上の運転日報・月別データをもとに、個人の運転状況を
100点満点評価で掲示公表しています。
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